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細胞内では、アミノ酸鎖が規則正
しく複雑な構造に折り重なってい
ます。この構造は、さまざまな実
験から得ることができます。

タンパク質の構造を利⽤して、その挙動
（ダイナミクス）を「分⼦動⼒学」など
の⼿法を⽤いてコンピュータでシミュ
レーションすることができます。

蛋⽩質の動的機
能と、それらが
⽣み出す⽣物学
的機能の理解を
⽬指して研究を
⾏っています。
蛋⽩質の機能予
測や、細胞内で
の活動を制御す
るための改変指
針を与えること
をめざします。

細胞機能を制御するツール開発 細胞集団が「⽣き物」になる仕組み

細胞医薬の開発

分⼦認識ドメイン
膜貫通ドメイン

細胞間相互作⽤のデザインà細胞の⾃⼰組織化を検証

形態形成や細胞数制御の原理を作って理解する

疾患を認識して治療活動
を⾏う細胞をデザイン

細胞のセンサー（受容体）をデザイン

病変組織

認識à活性化

細胞内制御
・遺伝⼦発現誘導
・タンパク質活性

・・・

https://sites.google.com/view/satoshitodalab/home?authuser=0

細胞機能デザイン研究室
⼾⽥ 聡グループ（2024年4⽉着任）

タンパク質の機能は構造と
密接に関わっています。
これはタンパク質の塊である卵
を茹でるとタンパク質が壊れ、
⼆度とひよこにならないことか
らもわかります。

薬の開発には構造情報
が⽋かせません。
現在開発中の薬の90%以上
が構造情報を使っています。

クライオ電⼦顕微鏡による
構造解析を⾏います。
クライオ電⼦顕微鏡は近年注⽬
を集める新しい構造解析技術で、
他の⽅法にはない多くの利点を
持っています。

嗅覚受容体の構造解析
嗅覚受容体の構造解析はほとんど
進んでおらず、構造が明らかにな
ると病気の早期発⾒に使えるか
も？


